
 

札
幌
市
近
郊
の
琴
似
駅
ホ
ー
ム
に
立
つ
私
の
視
界
に
、

新
千
歳
空
港
行
き
列
車
が
よ
う
や
く
姿
を
現
し
た
。
吹
雪

の
中
を
懸
命
に
走
っ
て
来
た
列
車
が
目
の
前
で
停
車
し
た

と
き
、
早
朝
の
仄
暗

ほ

の

ぐ

ら

い
駅
舎
の
空
気
が
一
変
し
、
私
は
安

堵
の
息
を
つ
い
た
。 

新
千
歳
空
港
で
我
々
一
行
が
乗
る
羽
田
便
は
、
大
雪
の

た
め
一
時
間
遅
れ
で
飛
び
立
ち
、
羽
田
で
は
鹿
児
島
便
が

待
機
し
て
い
た
。
札
幌
と
東
京
と
で
二
十
四
名
に
な
る
ツ

ア
ー
名
は
「
村
橋
久
成
を
里
帰
り
さ
せ
る
会
」
だ
っ
た
。 

村
橋
久
成
は
、
札
幌
の
田
中
和
夫
氏
の
小
説
「
残
響
」

に
よ
り
、
百
年
ぶ
り
に
こ
の
世
に
甦
っ
て
か
ら
十
数
年
経

っ
て
い
た
。
北
海
道
開
拓
使
で
産
業
開
拓
に
功
績
を
遺
し

た
人
物
は
、
そ
の
生
涯
も
ま
た
波
乱
に
満
ち
て
い
た
と
い

う
。
私
は
、
こ
の
ツ
ア
ー
前
に
開
催
さ
れ
た
田
中
和
夫
氏

「
残
響
」
復
刻
出
版
と
西
村
英
樹
氏
「
夢
の
サ
ム
ラ
イ
」

出
版
パ
ー
テ
ィ
で
、
そ
の
存
在
を
知
っ
た
ツ
ア
ー
参
加
者

だ
っ
た
。 

羽
田
離
陸
後
、
神
戸
辺
り
を
想
定
し
た
私
は
、「
さ
あ 

村
橋
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
一
緒
に
鹿
児
島
へ
帰
郷
し
ま
し
ょ
う
」

と
、
呟
い
て
み
た
。 

明
治
十
四
年
、
北
海
道
開
拓
使
十
カ
年
計
画
の
終
了
に
伴
い

官
有
物
払
下
げ
事
件
が
吹
き
荒
れ
た
頃
、
村
橋
久
成
は
開
拓
使

を
辞
職
し
た
。
放
浪
行
脚
十
一
年
目
、
村
橋
久
成
の
足
は
故
郷

へ
向
か
っ
て
い
た
。
だ
が
、
心
臓
弁
膜
症
を
抱
え
た
身
は
、
神

戸
で
力
尽
き
る
…
。
村
橋
久
成
の
帰
郷
は
、
途
絶
し
た
ま
ま
だ

っ
た
の
だ
。 

鹿
児
島
空
港
に
着
い
た
の
は
午
後
一
時
過
ぎ
。
緑
も
鮮
や
か

な
松
並
木
が
天
を
突
き
、
垣
根
に
咲
く
ツ
ツ
ジ
の
赤
い
花
が
私

の
目
を
射
っ
た
。 

ホ
テ
ル
の
十
一
階
の
部
屋
に
入
る
と
、
私
は
窓
に
駆
け
寄
っ

て
カ
ー
テ
ン
を
引
い
た
。
桜
島
が
雄
大
な
姿
を
現
し
て
、
私
は

歓
声
を
上
げ
た
。 

「
村
橋
久
成
年
譜
」
に
よ
る
と
、
桜
島
を
後
に
し
た
の
は
、
北

海
道
開
拓
使
東
京
出
張
所
へ
出
立
す
る
明
治
四
年
十
一
月
二

十
九
日
で
、
二
十
九
歳
だ
っ
た
。
神
戸
で
の
帰
郷
途
絶
は
明
治

二
十
五
年
九
月
二
十
八
日
で
、
享
年
五
十
三
歳
だ
っ
た
。 

私
は
桜
島
を
眺
め
な
が
ら
呟
く
。 

「
つ
い
に
帰
郷
を
果
た
し
ま
し
た
ね
」 

村
橋
久
成
が
帰
郷
を
果
た
し
た
こ
の
日
は
、
平
成
十
一
年 

（
一
九
九
九
）
一
月
二
十
九
日
だ
っ
た
。 

そ
し
て
、
南
日
本
新
聞
社
主
催
の
文
化
セ
ミ
ナ
ー
「
村
橋
久

成
の
不
思
議
と
発
見
」
が
、
鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
太

陽
の
間
で
開
か
れ
た
。
参
加
者
は
四
百
名
だ
と
い
う
。 

四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
話
を
展
開
す
る
。 

「
自
ら
留
学
を
希
望
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
薩
摩
藩
の
重
役

を
務
め
る
者
と
し
て
使
命
感
や
責
任
感
が
あ
っ
た
」 

「
村
橋
ら
が
英
語
で
学
ぶ
と
き
、
言
葉
の
壁
が
あ
っ
た
と
思

う
。
当
時
の
若
者
の
能
力
の
高
さ
を
感
じ
る
」
に
、
村
橋
久

成
が
幕
末
の
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
だ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
と

き
に
私
は
印
象
付
け
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。 

 

セ
ミ
ナ
ー
か
ら
十
五
年
後
の
平
成
二
十
六
年
の
夏
、
留
学

生
渡
欧
の
地
、
い
ち
き
串
木
野
市
の
羽
島
浦
を
訪
ね
た
。
セ

ミ
ナ
ー
を
機
に
発
足
し
た
「
北
海
道
久
成
会
」
仲
間
と
共

に
、「
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
記
念
館
」
の
落
成
式
に
参
加
し

た
の
だ
っ
た
。
村
橋
久
成
曽
孫
の
大
山
登
規
子
さ
ん
は
、
二

度
目
の
羽
島
浦
だ
っ
た
ら
し
く
、
前
に
来
た
と
き
大
き
な
岩

が
あ
っ
た
は
ず
だ
わ
と
呟
き
な
が
ら
、「
曾
祖
父
は
こ
ん
な

綺
麗
な
海
か
ら
旅
立
っ
た
の
ね
ぇ
」
と
言
っ
た
。 

「
北
を
開
拓
し
な
が
ら
国
を
守
る
屯
田
兵
」
の
こ
と
も
語
ら

れ
た
。
村
橋
久
成
が
北
海
道
最
初
の
屯
田
兵
村
の
測
量
、
区

画
割
り
、
道
路
割
り
を
、
熊
が
跋
扈

ば

っ

こ

す
る
密
林
荒
野
時
代
に

手
掛
け
た
地
は
、
私
の
生
活
エ
リ
ア
の
札
幌
市
琴
似
だ
っ
た

こ
と
を
、
後
で
知
っ
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
の
後
、
交
流
の
夕
べ
が
開
か
れ
た
。 

 

乾
杯
の
飲
物
は
、
明
治
九
年
九
月
二
十
三
日
に
村
橋
久
成

が
奔
走
し
て
開
業
を
迎
え
た
、
官
営
麦
酒
醸
造
所
を
起
源
と

す
る
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
だ
っ
た
。 

 

パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
、「
残
響
」
著
者
田
中
和
夫
氏
は
、

昨
年
の
令
和
五
年
二
月
に
享
年
九
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
日
は
、「
村
橋
が
取
り
持
つ
南
北
交
流
の
ス
タ

ー
ト
だ
」
と
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。 

白
一
色
の
吹
雪
と
ツ
ツ
ジ
の
赤
い
花
の
南
北
対
比
は
、
二

十
五
年
経
っ
た
今
で
も
鮮
烈
で
あ
る
。 
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